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概要
本ドキュメントでは、HP Operations Orchestration Virtualizationコンテンツパック 1.1.0リリースの概要

について説明します。マニュアルやオンラインヘルプに記載されていない重要な情報が含まれていま

す。

このリリースでは、次の言語がサポートされます。

l en -英語

l fr -フランス語

l de -ドイツ語

l ja -日本語

l es -スペイン語

l zh_CN -簡体字中国語

Virtualizationコンテンツパック 1.1.0は累積的なコンテンツパックです。

コンテンツパックの統合

次の表に、OO Virtualizationコンテンツパックがサポートする統合の一覧を示します。

統合名 バージョン

Citrix Xen Server 5, 6

Hyper-V 2008、2008R2

KVM libvirt 0.8.7およびQEMU 0.12.1、 libvirt 0.8.7
およびQEMU 0.12.1

System Center Virtual MachineManager 2008 R2、2012、2012 SP1、2012 R2

VMware vSphere 4.0、4.1、5.0、5.0u1、5.1、5.5

VMware ESX 3.5, 4.0, 4.1

VMware ESXi 3.5, 4.0, 4.1, 5.0, 5.1, 5.5

VMware Virtual Center (vCenter) 4.0, 4.1, 5.0, 5.1, 5.5

Virtualizationリリースノート

概要

HP Operations Orchestration (10.x) 5 / 10ページ



OO Virtualization コンテンツパックのデプロイ
HP Operations Orchestration Virtualizationコンテンツパック 1.1.0は、既存のOOプラットフォームバー

ジョン 10.02またはそれ以降にデプロイすることを推奨します。

コンテンツパックのデプロイの詳細については、『Studioオーサリングガイド』の「コンテンツパックのプロ

ジェクトへのインポート」と『Centralユーザーガイド』の「コンテンツパックのデプロイ」を参照してください。

注 : コンテンツパックのアンインストール/ロールバックの方法については、『HP OOCentralユーザー

ガイド』の「前回のデプロイメントへのロールバック」を参照してください。
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修正された不具合
修正された不具合の参照番号は、QCCR (Quality Center Change Request)番号です。

修正された不具合の詳細については、「HPソフトウェアサポートオンライン」を参照するか、HPサポー

ト担当者まで直接お問い合わせください。

CR 番号 タイトル 説明

QCCR8C10286 「Run SCVMM
Commands」オペレーション

が同時に 2つのSCVMM
ホストに対して実行された

場合に失敗する

アウトオブボックスのライブラリオペレーション

「/Library/Integrations/Microsoft/System
Center Virtual Machine Manager/Run
SCVMM Commands」を使用する場合、オペ

レーションが最初に実行されたときに、指定され

たホストに対するRunspaceが作成され、次の

要素から構成されるキーを使用してセッションに

記録されます。

runspaceKey = strUser + authType; //
SCVMMIAction.cs method: Execute

ここにはホスト名が指定されていないた

め、SCVMMコマンドを別のサーバーに対して実

行した場合でも、同じユーザーと認証の種類を

使用する他のすべての呼び出しがこの

Runspaceを通じて実行されます。

QCCR1D168999 拡張要求 : VMwareオペ

レーションでの注釈の設定

VMWare統合 "vSphere 5.x"で、顧客から次の

ような新しいオペレーションの追加が要求されま

した。

-仮想マシンでの注釈の追加

-仮想マシンでの注釈の削除
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既知の問題
既知の問題の詳細については、「HPソフトウェアサポートオンライン」を参照するか、HPサポート担

当者まで直接お問い合わせください。

dataStore入力がデータストアクラスターの場合、「Add New Disk to VM」オペレーションが失敗す

る

「AddNew Disk to VM」オペレーション (/Library/Integrations/VMware/Vmware Virtual
Infrastructure and vSphere/Configuration/Add New Disk to VM)は、dataStore入力がデータスト

アクラスターの場合、失敗します。dataStore入力が単一のデータストアである場合、オペレーション

は成功します。

vSphere: 「Remove Datastore from Host」のエラーメッセージが変化した

dataStore入力に無効な値を指定して実行すると、「Library/Integrations/VMware/VMware
Virtual Infrastructure and vSphere/Host/Storage/Remove Datastore from Host operation」オペ

レーションは、vSphere 5.1より前とは異なるメッセージを返します。以前のメッセージは「dataStore
input is required」でした。現在のメッセージは「datastoremust not be null」です。

Scvmm: 「Get Virtual Disk Drive」フローで無効なテンプレートに対して返されるメッセージが変

化した

template、networkUtilization、または cpuMax入力に正しくない値を指定して実行した場合、フ

ローは、SCVMM 2012では SCVMM 2008 R2とは異なるエラーメッセージを返します。

「Create VBD」オペレーションが問題のある VBD を作成する

HP OOで VBDを作成する際に、アタッチされた VBD (ディスクとCD)が、XenCenterインタフェース

で直接アタッチした場合と比べて、ホットプラグ/アンプラグ (アクティブ化 /非アクティブ化機能 )オペ

レーションで異なる動作をします。

XenServer - 「Revert To Snapshot」が有効な入力に対して失敗する

「Accelerator Packs/Virtualization」フォルダーの「Revert To Snapshot」フローは、無効な電源状

態エラーで失敗します。これは、このフローが現在、スナップショットを仮想マシンとして取得し、

「Start VM」オペレーションをスナップショットに対して実行しようとするためです。

オペレーション (CustomizeWindowsGuest)が、ターゲット IP スタック情報とコンピューター名をカ

スタマイズしようとして、VSphere 5.5 クライアント接続サービスを再起動する

「CustomizeWindowsGuest」オペレーションをVMwareゲストに対して使用しようとした場合、オペ

レーションは失敗し、ターゲット VMwareデバイスの IPスタック情報とコンピューター名をカスタマイズ

しようとして、VCenter Server上のVSphere 5.5クライアント接続サービスを再起動します。ホスト

はシャットダウン/再起動コマンドを受け取ったように見え、数分後に再び現れます。

「CustomizeWindowsGuest」オペレーションは、 IPアドレス、ゲートウェイ、DNSサーバー、タイム

ゾーン、プロダクトキーなどのいくつかの IP情報を変更します。
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「Create VM Folder」が重複するフォルダー名に対して失敗する

フォルダーを作成する際に、Virtual Centerで同じ名前のフォルダーが別のパスに存在した場合、オ

ペレーションは正常に完了しますが、フォルダーは作成されません。

「Add Existing Disk To VM」、「Add New Disk To VM」の各オペレーションが正しく動作しない

次のオペレーションを実行する場合、8つ以上のディスクを持つ仮想サーバーにアタッチしようとする

と、エラーが発生します:

l /Library/Integrations/VMware/VMware Virtual Infrastructure vSphere/Virtual
Machines/Configuration/Add New Disk To VM

l /Library/Integrations/VMware/VMware Virtual Infrastructure vSphere/Virtual
Machines/Configuration/Add Existing Disk To VM

SCVMM のエラーメッセージ

無効な所有者入力の値を指定して実行した場合、「Library/Integrations/Microsoft/System
Center Virtual MachineManager/Virtual Machine/Set Virtual Machine」、
「Library/Integrations/Microsoft/System Center Virtual MachineManager/Hardware Profile/New
Hardware Profile」、「Set Hardware Profile」の各フローは、SCVMM 2012では SCVMM 2008 R2
とは異なるエラーメッセージを返します。
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